
　　　　　平成２１年（２００９年）８月　　　　　　　　　市　議　会　報　あ　や　せ　　　　　　　　　　　第１４４号　　　　　　　（４）

議
案
は
、こ
の
よ
う
に�

審
議
さ
れ
ま
す�

市長や議員�
が提出�

本
会
議
で
議
案�

の
提
案
説
明�

委
員
会
審
査�

議
案
に
対
す
る
質
疑�

本
会
議
で
委
員
会
の�

審
査
結
果
を
報
告�

報
告
に
対
す
る
質
疑�

討
　  

論（
賛
成

反
対
）�

採
　  

決（
可
決

否
決
）�

所
管
委
員
会
に
付
託�

（
審
査
を
任
せ
る
こ
と
）�

�

市長に結果を送付�

意見書は国・県など�
関係行政庁に提出�

委員会で審査をしないもの�

　

問　

小
学
校
か
ら
中
学
校
に
進

学
す
る
に
当
た
り
、
指
導
体
制
や

授
業
方
法
の
違
い
な
ど
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
不
安
や
戸
惑
い
を
感

じ
、
学
習
意
欲
の
低
下
や
学
校
生

活
へ
の
不
適
応
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
市

で
は
、
小
・
中
学
校
の
教
員
同
士

が
情
報
交
換
を
行
い
、
連
携
し
た

指
導
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る

公
明
党　
　
　

山
岸　

篤
郎

小
・
中
一
貫
教
育
の
モ
デ
ル
校

を
指
定
し
研
究
・
推
進
し
て
は

市
民
会
議　
　

比
留
川
政
彦

２１

　

問　

全
国
的
に
交
通
事
故
の
死

傷
者
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
本

市
で
は
、
事
故
件
数
は
前
年
比　
１８

件
、
負
傷
者
数
は　

人
の
そ
れ
ぞ

４５

れ
増
と
な
っ
て
い
る
。
深
谷
地
区

で
は
、
深
谷
中
央
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
ち
ょ
く
に
伴
い
、

生
活
道
路
の
交
通
量
増
加
が
顕
著

で
、
市
道　

号
線
と
市
道
９
０
４

１４

号
線
と
の
交
差
点
で
の
安
全
確
保

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
道

路
は
通
学
路
で
、
約　

人
の
児
童

３０

生活道路の交通量

増加に伴う通学路

の安全対策を望む

　

問　

市
は
、
昨
年　

月
か
ら
小

１０

児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
児
童

を
小
学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
、
自

己
負
担
を
所
得
制
限
な
し
の
全
額

補
助
と
し
た
こ
と
は
、
子
育
て
支

援
策
と
し
て
評
価
す
る
。一
方
、無

料
化
に
よ
る
安
易
な
受
診
増
は
、

健
康
保
険
組
合
な
ど
の
負
担
増
を

招
き
、
そ
の
結
果
、
各
世
帯
が
負

担
す
る
保
険
料
の
増
額
に
も
つ
な

　
　
　
　
　
　

佐
竹　

百
里

受
益
と
負
担
の
割
合
を
示
し
小

児
医
療
費
助
成
制
度
の
検
討
を

と
聞
い
て
い
る
が
、
現
行
の
義
務

教
育
制
度
は
昭
和　

年
か
ら
続
く

２２

制
度
で
、
こ
の
間
に
、
子
ど
も
た

ち
の
身
体
的
、
知
的
発
達
の
状
況

は
変
化
し
て
き
て
い
る
。
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
円
滑
に
接
続
す
る

た
め
に
、
小
・
中
一
貫
教
育
の
モ

デ
ル
校
を
指
定
し
て
、
研
究
、
推

進
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

小
・
中
一
貫
教
育
は
、「
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
」
に
対
し
て
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
教
育
委
員

会
で
も
議
論
を
始
め
て
い
る
。
小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接

続
は
重
要
で
、
本
市
で
も
小
・
中

学
校
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
特
定
分
野

だ
け
の
交
流
で
は
な
く
、
学
校
全

体
で
小
・
中
連
携
を
進
め
る
と
い

う
共
通
認
識
を
持
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
、
思
わ
し
い
成
果
は
得

ら
れ
な
い
と
考
え
る
。
モ
デ
ル
校

の
指
定
も
含
め
て
、
先
行
実
施
し

て
い
る
自
治
体
の
事
例
を
具
体
的

に
把
握
し
、
学
校
と
協
議
し
な
が

ら
、
今
後
の
小
・
中
連
携
の
取
り

組
み
を
考
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に「
地
域
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

が
る
。
そ
こ
で
、
４
年
生
か
ら
３

割
に
激
変
す
る
制
度
の
状
況
を
平

準
化
さ
せ
る
た
め
、
小
学
１
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
一
律
１

割
負
担
に
し
、
義
務
教
育
終
了
ま

で
の
医
療
費
補
助
に
す
る
な
ど
、

受
益
と
負
担
の
割
合
を
示
し
、
子

育
て
世
代
に
意
見
を
聞
く
な
ど
、

制
度
拡
充
の
検
討
を
し
な
い
か
。

　

答　

本
制
度
は
、
子
育
て
家
庭

に
対
す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
、

早
期
治
療
に
よ
る
健
康
増
進
な
ど

の
意
味
か
ら
も
有
効
な
制
度
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、 
罹  
患 
率
の
高

り 

か
ん

い
小
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
す

る
よ
う
、
制
度
の
拡
充
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
持
続
可

能
で
安
定
し
た
運
営
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
あ

る
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。
対
象

年
齢
や
負
担
割
合
の
再
考
は
、
現

行
の
ま
ま
が
い
い
の
か
、
負
担
割

合
を
下
げ
、
そ
の
分
対
象
年
齢
を

拡
大
す
る
こ
と
が
い
い
の
か
、
制

度
拡
充
後
間
も
な
い
た
め
、
十
分

な
分
析
は
で
き
て
い
な
い
が
、
今

後
、
デ
ー
タ
の
分
析
を
踏
ま
え
な

が
ら
研
究
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
綾
瀬
市
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

が
通
学
し
て
い
る
。
通
学
路
の
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
、
市
で
は
ど

の
よ
う
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
い

る
か
。
ま
た
、
学
校
で
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

　

答　

市
道　

号
線
は
、
区
画
整

１４

理
区
域
内
の
車
道
部
の
整
備
が
ほ

ぼ
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
市
道

９
０
４
号
線
と
の
交
差
点
で
の
交

通
量
が
増
加
し
、
児
童
の
通
学
時

の
安
全
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。現
在
、大
和
警

察
署
と
新
た
な
横
断
歩
道
設
置
に

向
け
調
整
し
、
横
断
者
の
た
ま
り

場
を
設
置
す
る
な
ど
、
実
施
に
向

け
努
力
し
て
い
る
。学
校
で
は
、交

通
指
導
員
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

指
導
員
が
自
ら
こ
の
交
差
点
に
立

ち
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
と
併
せ
て
安

全
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
で
も
巡
回
し
て

交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
農
道
の
整
備
、
雨
水

対
策
に
つ
い
て
」
「
保
留
地
の
販

売
状
況
と
今
後
の
販
売
促
進
策
に

つ
い
て
」「
企
業
誘
致
等
に
お
け
る

外
部
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

　

問　

比
留
川
の
新
幹
線
付
近
で

洪
水
対
策
と
し
て
河
川
の
バ
イ
パ

ス
工
事
を
行
っ
た
が
、
矢
板
が
水

の
流
れ
を
防
ぎ
、
現
在
は
約　

㌢
６０

の
幅
し
か
水
が
流
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
洪
水
被
害
の
た
め
水
田
を

埋
め
立
て
た
こ
と
で
、
以
前
の
よ

う
に
水
が
た
ま
ら
ず
、
人
家
に
水

が
流
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

蓼
川
で
は
、
拡
幅
工
事
の
橋
台
に

よ
り
、
川
の
流
れ
が
遮
断
さ
れ
道

路
が
浸
水
し
て
い
る
。
市
で
は
市

市内河川のはんら

ん予測と蓼川河床

改修工事の状況は

内
河
川
の
は
ん
ら
ん
予
測
を
ど
の

よ
う
に
立
て
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
洪
水
解
消
に
向
け
、
蓼

川
の
河
床
を
低
く
す
る
工
事
が
急

が
れ
る
が
、
そ
の
工
事
時
期
は
。

　

答　

市
内
河
川
の
は
ん
ら
ん
予

測
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、

目
久
尻
川
が
時
間　

㍉
、
蓼
川
、

８１

比
留
川
が
時
間　

㍉
の
降
雨
で
浸

７４

水
想
定
を
し
て
い
る
。
最
近
の
突

発
的
な
集
中
豪
雨
の
状
況
を
見
る

と
、
蓼
川
で
比
留
川
と
の
合
流
部

と
上
土
棚
中
６
丁
目
付
近
、
比
留

川
で
は
新
幹
線
上
流
部
が
心
配
さ

れ
る
個
所
と
考
え
て
い
る
。
蓼
川

の
河
川
改
修
工
事
は
、
要
改
修
延

長
約
４
・
９
㌔
で
、
平
成　

年
度

２０

末
の
改
修
は
１
・
１
㌔
、
改
修
率

　

・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。
中
川

２２橋
は　

年
度
の
完
成
を
予
定
し
て

２４

い
る
。
河
床
を
下
げ
る
時
期
は
、

引
地
川
の
事
業
進
ち
ょ
く
を
見
据

え
、
対
応
を
検
討
す
る
。　

（
ほ
か
に
「
小
児
医
療
費
助
成
拡

大
を
」
「
公
共
施
設
、
公
園
の
樹

木
に
名
札
の
取
り
つ
け
を
」
を
質

問
）

６
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
「
子
育
て
講
座
〜
親
子
で
楽
し
も
う
人
形
劇
〜
」
が

２９

開
催
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た


